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令
和
５
年
５
月
２
０
日
に
犬
山
城
下

町
の
屋
外
広
告
物
景
観
の
保
全
の
た

め
、
広
告
物
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
石
井
氏
、

夏
目
氏
の
協
力
を
得
て
、
城
下
町
の
現

地
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。 

犬
山
城
下
町
屋
外
広
告
物
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
か
ら
４
年
が
経
過
し
て
お

り
、
城
下
町
で
の
屋
外
広
告
物
の
設
置

に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
屋
外
広
告
物
を
設
置
し
て
い

る
店
舗
も
増
え
て
い
ま
す
。 

屋
外
広
告
物
の
設
置
の
際
に
は
、
屋

外
広
告
物
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
提
案

を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
都
市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 
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犬
山
城
下
町 

ま
ち
な
み
便
り 

犬

山

城

下

町

の

景

観

に

つ

い

て 

考 

え 

て 

み 
ま 

し 

ょ 

う 

。 

犬
山
城
下
町
の
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
と

共
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
思
い
を
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

犬山市景観 

計画 HP 

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て 

犬山城下町屋外広告物

ガイドライン HP 

令
和
５
年
４
月
１
日
に
「
犬
山
市
景

観
計
画
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
令
和
５
年
８
月
に
、
城

下
町
の
町
会
長
の
皆
様
へ
景
観
計
画
の

改
訂
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
景
観
」
と
は
、
眺
め
ら
れ
る
“
対

象
”
を
示
す
「
景
」
と
、
そ
れ
を
眺

め
る
“
主
体
”
で
あ
る
人
の
目
に
映

っ
た
印
象
や
物
事
の
様
子
な
ど
を
表

す
「
観
」
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
言
葉

で
、
眺
め
る
人
の
価
値
観(

「
観
」)

を
通
し
て
得
ら
れ
る
も
の
を
表
す
言

葉
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

つ
ま
り
、
「
景
観
」
と
は
あ
る
価

値
観
を
持
っ
た
人
の
目
に
映
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
音
や
光
、
香
り
な
ど

五
感
で
感
じ
る
も
の
を
含
ん
だ
、
ま

ち
や
地
域
な
ど
の
姿
、
表
情
な
の
で

す
。 

 

犬
山
市
景
観
計
画
に
つ
い
て 
城
下
町
の
ま
ち
な
み
景
観
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
ま
ち
の
皆
さ
ん
が
自
ら

景
観
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。 

景
観
条
例
は
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に

守
っ
て
き
た
ま
ち
な
み
景
観
を
守
る
た

め
に
大
切
だ
と
思
う
ル
ー
ル
を
各
地
域

で
決
め
る
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
改
め
て
町
の
皆
さ
ん
で

城
下
町
の
景
観
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
一
度
都
市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

景
観
っ
て
？ 

【令和５年第２回】 

屋外広告物アドバイザーに
よる現地確認 

日  時：12 月 23 日（土） 

対象地区：本町通り及び 

その周辺 
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令
和
４
年
度
に
景
観
形
成
助
成
を
受
け
て
修

理
を
し
て
民
泊
と
し
て
活
用
さ
れ
た
事
例
が
生

ま
れ
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
活
用
の
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

建物：大正 12 年建築 木造 2 階建 

行為の概要：一部柱の修理、その他

腐食柱等の交換等、建物正面及び側

面の修繕 

助成額：2,436,000 円 

（助成率 主要構造部の整備にかかる

費用 1/3、道路から見える部分の修景に

かかる費用 2/3 かつ上限 300 万円） 

犬
山
市
景
観
形
成
助
成
金 

事
例
紹
介 

改修までの経緯 苦労した点 

概要 

犬山市では歴史的建築物の保全のための
支援をしています。 
改修費の助成、無料住宅相談、空き家バン
クなどの制度がありますので、お気軽にご相
談ください。 

開けてみなければわからない というのが、

古民家改修の難しいところらしいのですが、こ

の建物はパッと見でも 2 階の床が傾いていた

り、その理由は柱が沈んでいることであった

り、きれいにする以前に躯体の補修にいったい

いくらかかるのかが一番の心配事でした。 

今年でちょうど築 100 年の古い建物なので

ある程度ガタがきているのは仕方ないのです

が、どこをどの程度手を入れてこの先も住みた

いと思うようなものに直していくのか、財布と

相談しながら建築屋さんとよく打ち合わせま

した。元を生かしながら新しさも加えていく方

針で、壁とか床は全部張り替えましたが、天

井・梁や柱、階段や建具など使えるものは使っ

て綺麗に仕上げる。あと見た目が良くなっても

実際に古民家は寒くて住みづらいという点を

どうするのかなどの問題。限界はあるにせよ断

熱材を入れたり、サッシも全部二重に入れるな

どやれるところは全てやっていただきました。 

結果として古く懐かしい感じを残しつつも、

快適性を向上させモダンで新しさを感じてい

ただけるような感じになりました。 

故郷犬山を離れて上京して以来、長い間

犬山のことを意識したことがなかったので

すが、都内地下鉄で犬山の観光広告を見か

けた時、あぁ随分犬山も変わったなぁと感

じていました。その後名古屋で働く事とな

り、住処を探していたところこの建物に出

会いました。故郷の町がこんなに賑わって

いるなら、別荘にして住むのもいいなぁと

思いはじめ、業者さんに見てもらったとこ

ろ、改修すれば建物は使えないことはない

とのことでしたので、一旦、建物現状渡し

で譲っていただくことになりました。 

その後、この建物が犬山市の歴史的建築

物指定を受けており、改修に助成金を使わ

せていただけそうだということがわかり、

これはもうリノベーションして使い続ける

のも地域に貢献出来て乙だなと思い、全面

改修に決めました。 


